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今市，地震後の重力測定＋
飯　田　汲　事指　早　川　正　巳菅　片’寄　邦之馨

R6sum6

．Ch置nges　of　G『avity　Difference』between

　　Imaichi　and　Nikk60wing　to　the

　　　　“lmaichiEarthquake”

　　　　　　by
K．Iida，M．Hayakawa，and　K．K塾幅yose

　AremarkableearthquakeoccurredonDec．
26th，194、9near　Im翫ichi，Tochigi　Prefecture

（Rg・1）・　Fortun＆t¢1y　la　g撒vimeter・w五ich

has　high　5ensi右ivity　imported　already　to

Japanin乱utUmn・f・lasむyearfr・m必e
UnitedSむa右eS．ThiSgraVimeむeriSm乱deat
むheN・r看hAmericanGe・P血ys1ca1C・mpany，

L我v五ng伽accuracy・f1／100mgls．
　丁五e　writers五ave　brought　this　insもrumenも

む・lm舳iaf負ertheearむhquakeaρdmeasured

Fig．1

　　　　り　　　ぎ雌陥廠『

＼

gヤaviむy　d証Ference　beむween　Ima1chi　and　Nikkδ．

Three　土nonths　aflerw＆rds，，t：he　me＆surment

wasdoueinthesa狙eregionsβresulむbeing
obt乱i孕ed損s　shown　in：Fig．II．As　seen　from

thi面9ure，・hanges・fgravi右ydi伊erence五ave・

been　found　between　Imaichi　and　Nikkδin　thα

order　of2mgls，which　mig五t　be施e　efre6t　of『

the　earむh傑uake．　On　むhe　other　｝1＆nd，　there・

were　small　changes　of　gr跳viもy　values　before・

the　big　af右ershocks．

　　　　！　　．

　　　　‘1ん』　　〕い1烈0　　1

　　　・饗彗〉－

・一・御
X・一・一〇65θ雇厩月艀

　　　　　第　　　1　　圃
＋昭和25年5月地震学会で発表一
築物理探鉱部　．

昭和盟年12月26日栃木縣今市地方に起つた今市地

震直後12月29日，30日，31日の3日聞新しく輸入した

重力計によつて日光及び今市において重力測定を行つた

（第1「図参照）。

．その後，昭和25年3月末同じ場所で再び重力測定を

行った。これ等の結果について以下述べようと思う。一

測定に用いた器械は昭和24年アメリカから輸入した

　　　　　　もので少North　American　Geo－

　　　　　　P｝1ysical　qomp争ny製であるoこ

　　　　　　の器械の特性については後の機会’

　　　　　　に報告することとしここには述べ1．

　　　　　　ないが，ただ感度は非常に高く，

　　　　　　10陶8（1／100ミリガル）迄充分読取る・

ことが出来る程度のもの』であるo．

　今回の淵定の目的は二つあるσ

その一つは從来測定された事はな

いが地震と重力との関係であつ・

て，口召禾024・年末のように頻庵と起．

つている余震と重力との間に何か・

関係があるかどうかどいうことで

一ある。他の一つは地殻の変形と重

　　い乃伽。力の変化と礪係砺うて，日齢
万ガ舛噸
　　　　　　雛年暮に測定した日光・今市問の

　　　　　　重力の差と，昭和25年3月末に

　　　　　　測定した両地点聞の差とがどの程．

　　　　　　度くいちカ：つていう：かという．こと

である。

測定の結果は第2図に示した。この図から全体としで
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同一場所の測定値には時間的に大・、

ぎな変化のあることがわかる。こ

れは後に述べる天体潮の影響や，、

ある場合には器械のドゥリフト等　・

の影響と考えられる。

　さて，第一の間題から考えてみ

る。地震直後の数日の聞には数々、

の余震が起つているが，その有様

を地震研究駈の方々から瓢らせて

いた父いたoこれを第2図に書ぎ

込んでみると，矢印の様になる。

図から分る様に，．これ等の中で特

に大きい震度階2程度のが二つあ

る己これらと重力の変化との関係

を見ると面白い。と思繍Lる事は，

ごれ等両余震の約1時聞前から重

力の値が徐々に変化している様に

見えることであり，そり変化量瞳

10－7（0．1ミリガル）程度であるo

他の小さな余震の場合はそんなに

大きな測定値の変化は出ていない

が，然しそれでも余震め数のほと

んどなくなつた3月の測定結果と

比べるとゴ可成りジグザグ波形の

変イヒカ§見られる01

　なお参考迄にこの両傘震の初勤．

をしらぺていた戚・た◎後の方

（今右）のは初動の読取りが難しく

何とも云えないが，初めの場合は

引きで始まつている。勿論肇震機

構等をよく考えてみなければ・こ

れだけでは重力の変化と具体的な

比較は出来ないことである。

　以上は重力の値の変化と余震と

の関係の結果である。僅かし』か材

料がないので，決定的なことは今

後の研究にまつところが多いが，，

今後，この種の研究問題の一つの

指針となること玉思われるo

　次に第二二の問題であるが2これ

は前違のように，1回目の測定の

場合の両地点間の重力の値の差と

2回目の場合の差との比較であ

るo

』第1回目の差は61・70ミリガル

　ー第2回目の差は61．55ミリガル
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となつている。部ち両地点間の重力の差は初めの場合は

後の場合に比して0ユ5亨リガル大きドなつている。

　第1回目の場合には両地点間の重力計の蓮搬は電車で

行つたのに対レ，第2回目は自動車を使うことが出来た

ので，短時問に何回も往復することが出来参。

　さてこの差の問題である魁，もしこの両期問に器械の

常数でも変つていると，問題となるが，地質調査所で昭

和24年9月，昭和25年2月，4月等に常数測定を行つた

のがあり，それによると，今間題としている量の範囲で

は，殆んど常数には変化のないことが分つた6

　次に問題となるのは，関東の他の地域でもこの程度の

差があるか何うかというごとである。他の地域において

もこの程度の差が出で来るとなれば，この様な変化は特

定の一地域だけの間題ではなくなるわげである・これを

しらべるのに丁度都合の良いことには，2月末から3月

末にかけて約1ヵ月聞，関東地方師ち栃木縣七本木附近

で重力測定を行つたが，それによると約10kmはなれた

他の地点数ヵ所との差は11カ月位の間には10『7のオ［

ダーでは変化のないことが分つた。また東京においては

東大震研と告群寺の帝國石油吉灘寺分室との差を数ヵ月

に亘つて数回測定しているが，同様に10q7のオーダーで

は変化していないことが分つた。

　このよ弓にして，今回見出された両城，点間の重力の差

のちがいは，局部的な地震の影響による地震後の重力の、

値の時間的な変化とみることが出来るようである。さて

このように考えてくると，これは地殻変動のためによる

ものか，または地下の何らかの原因によるものかという

ことが問題となつてくるo

　都合のよいことには，地震後最近迄地震研究所におい

て同地域の水準測量が行われた。それによると，・場所に

よつて違いはあるが，大体数mmから1cm程度の上下

変動が行われたに過ぎないようである。ところが0・2ミ

リガルの重力の変化を高さに直すと，free我irとして約

60cmの変化に当り実測と比較して大き過ぎる量であ

る。仮に日光ゐ重力値を不変のものと考え為ば両地間の一

重力差が減少したことは，今市の重力の値が減少したこ

とになる。高さの変化では上に述べたように解釈がつか

ない≧すると，結局原因を地下におくのが至当のように

考えちれる。

　いずれにしてもこの程度の地震で，しかもこの程度の

重力の変化が地震の後に起るとすれば，’大地震に関連し

てどの程度の変化が起るものであろ5か。これは現に前

述のように，余震の前の重力変化が考えられそうである

という事実と考え併せ，地震の原因等についても今後大

いに考究さるべき大切な問題と考えられる。

　なお参考迄にこの重力計の描く大きな波形について一

言しておく。この波形は海岸に近い処でも，今回のよう

に山の中の場合でも，大した変化は見られない（勿論詳

細に亘つては場所，．時間により異つている）。

　そこでこの波の形は天体潮のみの力と比較出来るので

はないかと思い，その影響を第2図上に被線でこれを逆

附号にして附加したQこれに関しては水路部推潮係長久

保田照身氏の好意によつた。これと重力計の描く形とを

比較することにより，この重力計の描く大きな傾向は主

として天体潮の影響であることが分る。なおその他に暴

「
械
のドゥリ1フトまたはその他の量と考えられる小さな量

が残つているが，これらは重力計の観測にもとずく大き

な波形と共に今後研究して解明した“と思つているQ

　以上今回の重プコ測定について簡軍にのぺたが，今後機

会をみて再度同地域において重力測定を行い現象の究明

に資したいと，思う。

　終りにのぞみ，今回の測定および結果整理に協力され

た本所小川健三，古谷重政両氏に感謝の意を表する。ま

た観測に多大の援助を受けた日光町小島一晃氏および今

市高等学校女子部の方々並びに地震資料につき御教示を

受けた地震研究所萩原研究室，金井研究室の方々および

天体潮力資料り借用を仰いだ水路部の方々等に対して深

く感謝の意を表する家第であるQ

553。91：550。837／．838（524）　、

北海道十勝國君調津鑛山物理探鑛調査報告

佐藤光之助馨　紫藤喜耶静
　　　　　　　　R6sur血6、

Geo坦hysi¢我l　Proslpec樋ng　in　Qshirabetsu

　．M：ine，Tok説hi　Province，Hokk乱ido，

甚物理探鉱部

＼ by

Mits晦os亡ke　Satδ，Ki五ei　Shlb飢δ．

　The　au右hors　have　乱PPlied　elect：rica1・and

mag孕etic　診r6spect三ngs　on　もhe　Oshirabetsu
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